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電動機駆動原子炉給水ポンプの給水流量調整弁の開度表示の不適合について 
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当所７号機は、平成 19 年７月 16 日に発生した新潟県中越沖地震の影響によ

り停止しておりましたが、平成 21 年５月８日よりプラント全体の機能試験を開

始し、その後、計画的に試験を進めております。 

 

本日、主タービンを起動した後に、発電機の仮並列による発電開始の準備を

進めていたところ、午後５時 27 分頃、「計算機検出器故障」の警報が発生し、

その後、運転中の電動機駆動原子炉給水ポンプ（Ｂ）の給水流量調節弁の状態

が正しく表示されなくなり、現場の弁の開度と異なっていることが確認されま

した。 

 

給水流量調節弁の開度表示器は、給水制御には使用しておらず、原子炉は安

定した状態ですが、確実を期すため、今後、当該原子炉給水ポンプ（Ｂ）の給

水流量調節弁の開度表示器を点検・修理・調整することとし、原子炉を未臨界

状態＊にいたします。あわせて、もう１台ある電動機駆動原子炉給水ポンプ（Ａ）

の給水流量調節弁の開度表示器の点検も実施いたします。 

 

 なお、開度表示器の点検等を実施した後、再度原子炉の昇圧を行い、プラン

ト全体の機能試験を再開いたします。 

 

以 上 

 
＊ 未臨界状態 

   核分裂の連鎖反応が持続しない状態。 


